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砂原先生 の問題の捉えかた,そ してそれ に もまして表現 の巧み さはいつ も敬服 しているところであ るが,

本号 の総説 「老人 の結核」 も,先 生特有 の文章で,結 核 の問題 の中で も今後 なお問題 として残 され てい くで

あろ う老年者 の結核 につ いて,問 題点を展開 してお られ る。今 日,結 核はかつての青年病 ではな く,患 者数

か らも死亡 率か らも老年病 の様相 を呈 してきてい ることは周知 のとお りであ るが,そ れ は単 な るかつ ての青

年期 結核 の遺産 だけ ではな く,発 病 の老齢化が大 きな比重を もつてい ることが指摘 され てい る。 そ こには,

寿命の延長 とともに,わ れわれが さけ て通 ることが できない老化 とい う現象 と結核 発病 とい う,今 後の大 ぎ

な課題が示唆 され てい る。更 に これ またさけ られ ない各種 の老年病が合併症 として(ど ち らを合併症 とい う

べ きか とも思 うが)存 在 し,む しろその方が重 点的に取扱われねば な らないことが 多い ことか ら,一 般臨床

医に結核に対す る警戒心 とともに,結 核病学の知識 が要請 され る ことを説 いてお られ る。私 どもが折にふれ

て見聞す る結核患者 の実状か らみて も,こ こに記 され た問題はむ しろ一般 の臨床 医に,特 に結核問題につい

て関心 の うす くなつ てい る若い医師に読んで もらいたい問題 だ と痛感 した。

下出先生の今村賞受賞記念論文 は結核病学会 のときに も拝聴 したが,そ の ときの座 長の謝辞 にあつ た よう

に,わ が 国におけ る特にMycobacterium kansasii症 の臨床像 を明らかに された努力に,改 めて敬意を表 し

たい。

山村先生 の第53回 総会特別講演 「ミコバ クテ リア と細胞性免疫」 につ いては今更論評を加え る ま で も な

い。そ こには実験的結核性空洞の問題か らツベル ク リン活性 因子,更 には結核性 菌体成分に関す る問題 と,

一貫 して細胞性免疫を背景 として展開 された研究成果,そ してそれ が癌 の免疫療法 と進展 してき た 先 生 の

life workが 画かれてい る。 しか しこの長編 ロマ ンは まだ まだ未完であ り,今 後 人類 の夢 である癌 の治療か

ら更に予防へ と発展 してい くことが期待 され る。

終わ りに一言。学会誌 は原著論文が 中心に なるのが本当であ ろ うと思 うが,最 近の本誌は残 念なが ら,原

著論文が大変少ない。東村先 生の孤軍 奮闘がめだつ。 これは私 どもに も責任があ るわけであ るが,何 とか原

著論文がふえ るよ う努力 したい ものであ る。会 員各位 のご協 力を期待す る次第であ る。

(伊藤文雄)
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